
みなさんこんばんは

SDGs×Zoom交流会へようこそ＾＾

事前準備
・カメラオンでお顔が見えるように
・Zoom名には「番号/読んでほしい名前/学部」を記入

2020年9月25日
関西大学
SDGsキャンパスサポーター



21：00～21：10
アイスブレイク
・自己紹介
・SDGsとは？

21：10～21：30
①ファストファッションの在り方
・ブレイクアウトルーム
・各チームの意見シェア

21：30～21：50
②サステイナブル・シーフード
・ブレイクアウトルーム
・各チームの意見シェア

21：50～22：00
今日のまとめ
・今後のお知らせ

今日のスケジュール



ファッションの流行りって
誰が決めてる？

◎流行ファッションを買うまでのプロセス
→洋服、靴、バッグなど

１）国際流行委員会が流行色を決める

２）欧州デザイナーは、次のシーズン(2021年冬物)の

トレンドのキーワードを作成

３）世界コレクション（パリコレ）などの開催

↓

４）各国のアパレルメーカーが服をデザイン

５）ファストファッションブランドの大量生産もスタート



カンボジア
「ラナ・プラザの悲劇」

2013年4月 ダッカ近郊ビル崩落事故

・８階建ての商業ビル「ラナ・プラザ」が崩壊

・死者1130人、負傷者2500人以上

・このビルには銀行や商店、５つの縫製工場が入っていた

・鉄筋を使わず増築したりと、強度に問題がある建物では

4000人以上の従業員が働いていた



SDGsの視点で見る
ファストファッション

・犠牲となった労働者たちが作っていたのは
世界的に有名なブランドだった

・アジアの過酷な労働現場と私たちの服はつながっている

①毎日おなじ縫製作業ばかり
→仕事スキルが身につかない（貧困の連鎖）

④子どもや女性が主な働き手
→学校に通えない（教育の機会）

⑫作る⇔捨てるのスパンが短い
→地球環境にも大きな負荷がかかる

・ファストファッションの安さが実現できるのは、
発展途上国で働く人々や地球に負担を強いているから？



話し合ってみよう

・それを買うのは、流行ってるから？

・それとも自分が欲しい、着たいから？

・流行に左右されない服やモノの買い方

・「同じアイテムを長く着る」ことに対する価値観



増え続ける水産物

・2013年に生産された水産物：世界で1億3,200万トン

・1961年の量と比べ、約5倍に増加

①世界的な健康ブームで魚を食べる人が増加
②ゴミや排水により海が汚れている



過剰な利用と環境の悪化
・魚の獲りすぎにより、海の生き物が絶滅危機

・違法な漁業も増えている

・海鳥やウミガメなど他の生物も獲ってしまう「混獲」

・養殖場では、餌の食べ残しや排泄物が海を汚染させる

・餌の原料になる大量の小魚を獲ることで、

海の生態系にも悪影響



消費者視点から考えてみよう ASCラベル

・水産資源と環境に配慮した漁業で獲られた

天然の水産物であるという証拠

MSCラベル

・環境と社会への影響を最小限にして育てられた

養殖の水産物であるという証拠



最後に

✓ SDGsを学ぶ
↓

✓ SDGsの視点から学ぶ
・身の回りの社会問題
→アクションしてみる

・グローバルな規模で考える問題

✓ このPPT資料作成の参考サイト
• https://info.scenerybeyond.com/posts/2085599/
• https://www.huffingtonpost.jp/kenji-sekine/fast-
fashion_b_9036802.html?utm_hp_ref=jp-fasutofasshon

• http://sseafood.net/blog-category-2.html
• https://www.wwf.or.jp/campaign/osakana/

関西大学 学生団体
SDGsキャンパスサポーター

次のイベントは10月9日(金)21時～22時

https://info.scenerybeyond.com/posts/2085599/
https://www.huffingtonpost.jp/kenji-sekine/fast-fashion_b_9036802.html?utm_hp_ref=jp-fasutofasshon
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